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社会的価値
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情報革命を通じた
人類の明るい未来の実現

優れたIT人材を世に多く輩出し、 IT産業

の振興とテクノロジーの普及を進めること

で社会全体の生産性向上と社会課題解決を

促し、人類社会の発展に貢献する。

社会的知識基盤の提供を
通じた平等な社会の実現

付加価値の高い信頼のできる知識や情報を

全ての人に提供する基盤を構築することで

情報格差を解消し、誰一人取り残さない平

等な社会を実現する。

責任ある
情報技術の活用

信頼性の高い情報を正しい方法で伝え、ま

た情報やテクノロジーが倫理的で適切に利

活用される環境を醸成することで、

イノベーション推進の基盤を強化する。

多様性を尊重した
働き方の推進

多様な人材が安心して活躍できる環境を

整備することで、従業員のモチベーショ

ンや生産性を高め、企業の持続的な成長

を目指していく。

強固で透明性の高い
ガバナンス体制の構築

透明性を高め、中長期的な企業成長に繋が

る強固なガバナンス体制を構築すること

で、全てのステークホルダーからの信頼を

獲得する。

責任ある事業基盤

メディアの力



社会的知識基盤の提供を
通じた平等な社会の実現

責任ある情報技術の活用

多様性を尊重した
働き方の推進

強固で透明性の高い
ガバナンス体制の構築

情報革命を通じた
人類の明るい未来の実現

マテリアリティ 社会課題

付加価値の高い信頼のできる知識や情報を全ての人に提供
する基盤を構築することで情報格差を解消し、誰一人取り
残さない平等な社会を実現する。

優れたIT人材を世に多く輩出し、IT産業の振興とテクノロ
ジーの普及を進めることで社会全体の生産性向上と社会課
題解決を促し、人類社会の発展に貢献する。

信頼性の高い情報を正しい方法で伝え、また情報やテクノ
ロジーが倫理的で適切に利活用される環境を醸成すること
で、イノベーション推進の基盤を強化する。

多様な人材が安心して活躍できる環境を整備することで、
従業員のモチベーションや生産性を高め、企業の持続的な
成長を目指していく。

透明性を高め、中長期的な企業成長に繋がる強固なガバナ
ンス体制を構築することで、全てのステークホルダーから
の信頼を獲得する。

解説 SDGs

・生産性の向上
・IT人材不足に対応するための次世代育成
・社会のITリテラシー向上

・社会的知識基盤の提供
・アクセシビリティ確保・情報格差解消
・情報の信頼性と安心の確保

・公正なマーケティング
・情報セキュリティの確保
・テクノロジーの適切な利活用

・差別・ハラスメントの禁止
・多様性を尊重した働き方の推進

・透明性の高いガバナンス体制の構築
・知的財産権の有効活用
・情報の適切な開示
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当社の概要

アイティメディア株式会社

1999年 設立
2007年 マザーズ上場
2019年 東証一部
2022年 東証プライム

テクノロジー専門のオンライン専業メディア
対読者 最高の情報源／製品選択の場
対顧客 最高のマーケティングパートナー



4

企業理念

テクノロジーの進化とともに
メディアのあり方を革新

テクノロジーによる
明るい未来を実現

ソフトバンクグループ企業
情報革命の理念を共有
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企業理念

ネットならではの新しいメディアの仕組み、
マーケティングソリューションを開発・提供

社会の発展に資する、専門性・信頼性の高い
一次コンテンツを自ら生産するメディア
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当社のコアバリュー

• インターネットが爆発的に
普及

• スマートデバイス、
ソーシャルメディアの普及
によってさらに加速

• テクノロジーの加速度的
発展が継続

• クラウド、AI、IoTなど、
社会・産業がテクノロジー
により革新される時代

• テクノロジーとデータを活用
するデジタルマーケティング
が普及。裾野拡大

• メディアもその一部として
機能。保有するデータの
質・量が大きな違いに

デジタルマーケ× テクノロジーインターネット ×

当社が依拠する３つの市場とその将来性
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当社のコアバリュー

デジタルマーケ× テクノロジーインターネット ×

当社が依拠する３つの市場とその将来性

出典： 矢野経済研究所, 2018/8

インターネット広告
国内市場規模推移と予測

テレビ、インターネットそれぞれの
一日の利用時間推移と予測（分）

出典： Zenith: Media Consumption Forecasts 2018 出典： IDC Japan, 2018/9

国内IoT市場 支出額予測

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

テレビ

インターネット



8

当社のコアバリュー

デジタルマーケ× テクノロジーインターネット ×

当社のポジションと規模感

テクノロジー専門メディアとして

国内最大級

100人規模の直販営業部隊

＋1,000社超の顧客基盤

収益源の多様化に成功
デジタルならではのソリューション

リードジェンでNo. 1

100人規模の専門編集部隊

＋1,000人超の外部パートナー

[主要顧客]
日本マイクロソフト(株)、
日本アイ・ビー・エム(株)、デル(株)、
日本ヒューレット・パッカード(株)、
ヴイエムウェア(株)、富士通(株)、
日本電気(株)、 KDDI(株) など

ネット専業のメディア企業として
信頼性の高い一次コンテンツを
自ら生産

30メディア
月間4億PV

4,000万UB

100万会員
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成長機会

良好な市場で、独自の立ち位置を確立

• 高い情報ニーズに応える
• 最新トレンドをいち早くコンテンツ
化、多くの読者に伝える

• メディア規模を拡大し、広告収益を
増大

• デジタルマーケの進化を捉える
• 情報の専門性を磨き、高品質コン
テンツによって、ITリテラシーの
高いユーザーが集う場を形成
→高品質なリード生成が可能に

先端情報メディアとして

アドテク活用
×

メディア規模の拡大

専門情報メディアとして

デジタルマーケ
×

エンゲージメント
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会員登録
データ

行動履歴
データ

リードジェン事業メディア広告事業
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https://techfactory.itmedia.co.jp/tf/articles/2204/07/news042.html
https://techtarget.itmedia.co.jp/tt/news/2204/27/news03.html
https://marketing.itmedia.co.jp/mm/articles/2203/25/news050.html
https://kn.itmedia.co.jp/kn/articles/2203/24/news150.html
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◆ビジネスモデル ◆メディアのラインアップ
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https://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/2205/25/news029.html
https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2203/17/news038.html
https://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/2205/15/news045.html
https://www.itmedia.co.jp/mobile/articles/2205/10/news094.html
https://eetimes.itmedia.co.jp/ee/articles/2202/28/news093.html
https://nlab.itmedia.co.jp/nl/articles/2203/22/news135.html
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